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３ 、 合 議 制

２ 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 上 の 三 原 則

１ 、 所 属 教 会 の 教 会 規 則 は 教 憲 教 規 に 反 して は な ら な い

２ 、 教 団 内 に お いて 教 師 職 制 の 一 致 が 保 た れ な け れ ば な ら な い

３ 、 理 事 会 を 中 心 と し た 運 営 が な さ れ な け れ ば な ら な い
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救 窟 ｒ ｊ タ Ｚ ∂ 半 Ｊ が 改 か ノ

第 ７ 沓 本 政 尽 な 、 ヂ ヱ ズ ・ キ グ ズ ／ ・ ｆ ｊ ： ど な ぐ ぷ ｀ ノ 可 教 会 で あ っ て 、 政

農及び溝超の定め石どご、ろ／ご従っで、ｊ：の琳４゛ぷｊ、｀河政会の捕庭

ぎ・発草にぞの淳ｊ：の虎令ぎ・逆波ｙ ‘ ぶ ご ど ぎ・名って ’ 本 が ど ｙ - ぷ 。

第 ２ 沓 本 我 叔 の が や 差 か な 、 次 の ど 右 ク で ゛ あ ぷ 。

ｊ 、 ノ ｚ ７ 、 影 鳶 聖 掌 と り ９ 巻 ぱ 、 ｙ - べ ゛ で 神 の 霊 感 ／ ご 。 と っ て 記 ｊ れ 力 誤 ク の

４ ・ ぃ 殖 の こ ど び で ｀ あ っ て 、 涙 ぃ ｊ ： ｙ ヱ ズ ・ キ グ ズ ト ぎ ・ 嘉 わ 乙 、 戎 ぃ

の 運 ぶ ・ 巍 、 ど 、 彦 ’ な ど 泄 彦 の 唯 一 、 絶 ガ の 超 範 で ゛ あ ぷ 。

２ 、 伊 な 室 で ｀ ゐ っ て 、 啼 一 全 尨 の ま で ヽ あ ぷ 。 神 ぱ 丞 逮 ／ ご ズ ど テ ど 聖 霊

の Ξ μ 一 命 で ｀ あ っ で 、 ぞ の 本 聚 ／ ご 右 い で 河 一 で ゐ ク 、 力 ど ぎ 池 ど 荼

筝 乙 ぐ ｙ - ぶ 。 ズ １ ２ ・ ぶ 神 な 、 丞 還 の ぷ 訟 ／ ご よ ク 万 物 ぎ ・ 創 遂 に ぞ の 遂

４が差名のの、絶がｊ：疹者で ’ あ４れぷ。

Ｊ、なびめ／ごＡＺｊ、力１・のか／き右／ご創遠こリｚ、伊どＪ乙。ぃ寫が／ごあっ／き。

乙 か 乙 サ タ ン ／ ご 潔 感 ≒ さ れ 、 神 の 蓄 志 ／ ご 反 逆 乙 て 濯 ぎ ・ 杞 配 神 の か 力

ちぎ・麗覆乙。ノき。ぞれゆふすべ゛でのÅな、濯ど潜参のぶど／ごｊ萱ｊ ’が、

ぞ の 忍 ぃ ど す 漸 ど 浮 存 ど ／ ご 右 い で 濯 あ ぶ 者 で ヽ あ ぷ 。 涛 分 の 祭 力 ／ ご よ

っ て は 、 伊 ／ ご 贋 ぷ こ ど ぶ 、 ま た 、 ぞ の ぷ が ／ ご 遠 ｊ ｊ が ぎ ・ が ｊ ご ど Ｚ

て リ 六 丞 遠 の 誕 び ゛ ／ ご Ｊ 石 。

ｒ ４ 、 ｊ ： ヅ ヱ ズ キ ジ ズ ／ ・ ぱ 、 ズ ４ ・ 石 神 の ひ ど 夕 子 で ゛ ゐ っ て ’ 、 タ 霊 ／ ご よ ク
症 ク、 処 女 ア ジ ヤ。 ど ク ｊ ： ｊ ガノ き 。 溥 の 神 ／ ご 乙 て 溥 の えで ゛ ゐ ぶ 。 ま な

痛石の葦ぎ・厘ラノとめ／ごテヂ袈／ごかかって死／ご、濃６が、Ｊββ／ご寿

ク 丞逮のｊ：命の居かトダ，ど心力／き。ｊべｊメこ登可ど乙。でズ１２≒ぷ神の

右／ご座に我４のノきめ／ご裁ク成乙／き名九

５ ’ 、 聖 霊 ぱ 、 、 き ぷ ／ ご よ っ て 、 痛 心 ／ ご ズ ど テ ぎ ・ 示 配 濯 ぎ ・ 認 め ｊ ゼ ・ 、 礎

乙 ト 奔 衣 痛 ６ ぎ ・ 壽 ノ を ／ こ 量 ま れ ｊ ゼ 、 伊 の テ ど ４ こ ／ を ぶ ラ 。 Å が ４

と さ れ ぷ の だ 、 冷 分 の 浮 游 ／ ご ｊ ≒ ぷ の ’ ｒ ゛ ぱ １ れ ヽ 。 ま ヅ ヱ ズ ・ キ グ ズ ／ ・

が 才 代 ク ／ ご 死 ん て イ だ ｊ っ ／ を ゆ ｊ ／ ご 、 誕 ぎ ・ 彦 ‘ い ５ 力 た ぞ の か な ／ ご 。 と

ぶ の で あ ぷ 。 ｊ る ｙ ’ ご 、 聖 ま 、 ｊ 、 が ぴ ぶ 痛 心 の ｌ 戸 ／ ご β ぷ 、 痛 ６ ぎ ・ 聖 化

３
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に痛心／ごぷが１リ尹、わ乙．め、助／九ｉ、慰めｊＥ：ど乙．で世・り、終めクまでヽ

どりごあク、痛４ぎ・キグズリヮメをノ可のｊＳ９４ぎÅど４・乙．／とぶ九

δ 、 教 会 な 、 聖 霊 ／ ご よ っ て ぶ 乙 。 汝 ｊ ガ ノ １ ： キ グ ズ り り 尽 で レ っ て ’ 、 キ グ

ズ フ ・ な ぞ の か 乙 。 ４ で ヽ あ ぶ 。 麿 、 わ 、 μ ／ １ ： 名 の な ぷ な ぞ の 腐 琳 で ゐ ぷ 。

地 よ の 涙 会 な 、 ４ 乙 ／ ・ ’ 求 ／ き クノ き ｇ ｊ ｊ Ｅ ： ｆ 孝 心 ダ ぷ つ つ 、 聖 ～ の 溥 理 ／ ご

ｊ ： 右 、 丸 祭 が ・ ヂ ク 、 聖 丸 典 ぎ ・ 微 行 に 戎 迎 ぎ ・ 重 ぷ び 、 ‘ 夕 ｀ べ て の 逆 石

れノと者／ご福子ぎ・宣べ゛μ～ぷ。

７ ≒ 終 み ク の 砂 ／ ご 、 ｊ ： ヅ ヱ ズ ・ キ グ ズ ／ ・ な 、 ぶ か ら ／ を ぎ ・ 名 っ て ’ 溥 政 乙 。 、

ｊ ： けぷ 者 ‥ 尼 ゼ ・ ぶ 者 が ・ ま 岑 乙 ／ き ｇ ｊ 。 ｊ Ｅ な 、 ｙ ‘ べ ’ て ’ の ｇ の ぎ ・ 壽 ／ き ／ ご

乙 、 、 ぷ 擢 Ｌ

第 了 沓 本 巍 叔 な 、 。 或 ： ｊ ｒ 及 び 放 題 の 定 め ぶ ど ご ろ ／ ご 従 っ で

合肩脊／ご。とクぞの政蔵ぎ・が九

第 々 沓 本 放 叔 が 、 放 団 総 会 ぎ ・ 呂 っ て 、 ぞ の 資 溥 の 政 蔵 機 μ ど ｙ ‘ ぶ 。

～ 放 叔 の 放 務 な 、 放 置 総 会 の 涛 誕 、 Ｊ 乙 ／ り ご 、 放 窟 及 び 放 題 の 定 必

ぷ ど ご 。 ろ ／ ご だ っ で 、 放 団 理 事 長 が こ れ ｆ 慈 井 貳 ぷ 。

第 ５ 沓 本 政 団 ぱ 、 ぞ の 政 孝 を ・ 微 行 尹 ぶ ／ １ ： め ／ ご 、 ぎ 熹 会 ｆ Ｊ に

理 夢 会 な 、 政 尽 総 会 の 涛 腐 、 Ｊ 乙 ／ ｒ ／ ご 、 政 窟 及 び 放 題 の 定 め ぷ ど

ごろ ／ ご 従 っで、 政 務 ぎ ・ 運 行 ｙ ‘ 乱

扉 ∂ 沓 ～ 巍 団 の 所 丿 巍 会 な 、 第 ２ 委 ／ ご 定 め ぷ μ ’ や ｆ 醤 ・ き ｙ ’ ぶ 者 の 団 鳶

で あ っ て 、 我 会 総 会 が ・ 名 っ て 、 ぞ の 資 高 の 政 蔵 機 μ ど ｙ ‘ ぷ 。

漑 必 ・ 総 会 の 腐 長 な 、 我 会 μ 任 我 草 が こ が ／ ご あ ／ き ぷ 。

第 ｚ 沓 教 会 な 、 ま の β 爺 ／ ご 丸 が を ヂ ク、 砂 ぎ ・ 定 め て 聖 丸 典 ぎ ・ 裁 が ｙ ’ ぶ 。

丸 が な 、 が ズ 、 聖 ～ 肪 諾 、 説 巍 、 祈 々 、 及 び 涙 会 苧 ど ｙ ’ ぷ 。

聖 兆 典 な 、 バ ズ 尹 ズ フ 及 び 聖 寮 で あ っ て 、 踪 予 丸 ｆ 塚 乙 。 ／ き 政 所

が ご れ ｆ 可 ぷ 。
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熹 ６ ’ 沓 本 政 忿 の 政 所 な 、 か の ざ 命 ぎ ・ そ け 、 涙 才 乙 。 ／ １ ： 者 が 、 Ｊ 超 の 子 房

ｊ ｆ 経 て ぞ の 任 ／ ご あ ／ き ぶ 。 政 即 な ご れ ぎ ・ 分 け で 、 Ｊ 巍 所 及 び が 政

所 ど ｙ ‘ ぶ 。 Ｊ ： 政 所 ぱ 跨 チ 兆 を ・ 頷 い を 者 、 補 政 所 ぱ 鳶 道 の 凛 尤 ぎ ・ そ

／；ｆ／き者どｙ‘ぷ。

第 タ 沓 ～ ： 巍 団 の 后 ’ 鳶 な 、 バ ズ テ ズ フ ｆ 頷 乙 ． 、 巍 会 ／ ご 加 ． ど 石 力 ． ノ き 者

ど ｙ ‘ 乱

２．～巍団の巍会疫がな、教ｊト慈会／ごおいて運Ｘ、；、 ’ ゛れ／さ：者どｙ ‘ ぷ．

第 ｊ ∂ 沓 本巍窟ぎ・裁がｙ ‘ ぷ ／ ご必要４ ’ ぷ 題 定ぱ、巍題／、ご。とってこぬが・定

力ぷ。

齢屏の巍題な、放ＺＩが慈会／ごおいて ’ 汝 凛 誕 ガのＪ分の２以ｊ：の

ノ吼営ぎ・ぶっで、ごカぎ・定力ぷ。

補 則

第 ｊ ｊ 沓 ～ 我 ぎ な 、 我 団 総 会 ｊ タ ガ 澄 ／ 、 ｒ 誕 貧 ｆ ２ 、 ｀ 漣 乙 。 、 巍 ＆ 総 会 ／ ご 右
ぃで、 鳶 凛 詞 が Ｊ 分 の ２ 以 よ の ／ ｇ ｊ ゛ ｆ 芹 ４ ‘ け れ び 、 こ ぬ が ・ 変 疋

ｙ ‘ぷこどがてリ１・ぃ。
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壮聯

日本同盟基督教団の特色を教憲教規から論じよ。

序論

国 内 外 を 問 わ ず、 様 々 な 地 域 に 建 て ら れ て い る 主 イ エ ス ・ キ リ ス ト の
教 会 は 、 歴 史 的 経 緯 の 中 で 生 み 出 さ れ て い る 故 に 、 い ず れ か の 教 団 や 教

派 に 加 入 し て い る こ と が 多 い 。 そ し て そ れ ぞ れ の 教 団 や 教 派 に お い て 、

教 憲 教 規 が 定 め ら れて い る 。

教 憲 教 規 に は 、 そ の 教 団 や 教 派 が ど の よ う な 結 び 目 で ー つ と さ れ て い
る の か 、 あ る い は 何 を 目 指 し て 何 の た め に 共 に 労 し て い る 群 れ な の か が

明 記 さ れ て い る 。 つ ま り 教 憲 教 規 に は 、 教 団 や 教 派 の アイ デ ン テ ィ テ ィ

や ビ ジョ ン が 、 文 章 化 さ れて い る の で あ る 。

教 憲 教 規 は 、 目 的 地 の 明 確 な ビ ジ ョ ン、 旅 の プ ラ ン、 コ ン パ ス （ 羅 針

盤 ） と い う 、 信 仰 共 同 体 の 都 上 り の 旅 に 必 要 な 三 要 素 を 含 んで い る 。

そ れ ぞ れ の 地 域 教 会 は 、 所 属 す る 教 団 や 教 派 の 教 憲 ・ 教 規 に 従 っ て 集
め ら れ 、 派 遣 さ れ て 、 共 に 福 音 宣 教 の 使 命 に 生 か さ れ て い る 。 そ の よ う

な 意 味 に お い て 、 教 憲 と は 教 団 や 教 派 に と っ て の 憲 法 で あ り 、 教 規 と は

教 憲 を 具 体 的 に 執 行 す る た め の 規 定 で あ る 。

私 共 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 は 、 そ の 歴 史 的 経 緯 か ら 、 日 本 基 督

教 団 の 教 憲 教 規 を 元 に し て 作 成 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 用 い ら れ て い

る 言 葉 や 言 い 回 し が 極 め て 類 似 し て い る 事 実 は 、 こ の こ と を 支 持 し て い

る 。 本 教 団 の 教 師 で あ ら れ る 坂 本 誠 師 は 、 ２ ０ ０ ２ 年 度 の 松 原 湖 研 修 会
記 録 集 に お いて、 こ の こ とを 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。

／’舅右のβ本犀Ｌ盟直疹蒼尽の衰ＴＪＩ密漕ｊぎな、β本直が蒼尽のぞみ／ご雁めて

ｊ贋叙レていま九蒼蒼教Ｔ麗に、βす男し盟直が蒼忿ならでなの蒼所収卵色
な慈別あ夕まセール。ｊ７

６



な お こ こ で 坂 本 師 は 、 教 憲 教 規 に は 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 な ら で は の 教

派 的 特 色 は 格 別 な い と 結 論 付 け て い る 。 し か し 両 者 を 見 比 べ る な ら ば 、
そ の 相 違 点 か ら 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 が 浮 か び 上 が っ て く る 。 こ の
こ と は 、 ２ ０ ０ ３ 年 ブロ ッ ク 長 会 議 報 告 書 の 資 料 １ （ 信 徒 用 テ キス ト ）

に 以 下 の よ う に 記 さ れて い る 通 り で あ る 。

／７戟溌、犀し屋塞ぎ教忿がβ本塞ぎ教尽差・彫支レてｊ
乙・ゝ、Ｓｆｊ許および艶覆が定めらがた。その内まばβ本塞督教Ｚガの６のに叙で

いるが、それだけに少教の興なる点／ご犀登塞ぎ教忿の狸爺ｊぶあらかねて

いる。

そ の 狸 爺 と か 、 第 一 に β す 塞 ぎ 教 痩 ば 教 会 及 彦 を ／ ’ 会 瀋 麿 に よ っ て 万
ｒ｀。；ｙ／としているの／ごがして、男登喜ぎ教忿な教会及彦を／ ’ か盾ガによっ

万行ｊ．／とムているごとｆｒ、ｊ幹こにβ≠塞ぎ教尽ば教務遂行のために／｀教

区を置くし／とレているのに

事会を置ぐ。／とムているごとである。ｊ２

本 論 文 で は 、 ま ず、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 理 念 的 な 三 本 柱

宣 教 協 力 、 合 議 制 ） と い う 視 点 か ら 教 憲 ・ 教 規 を 読 み 直 し 、
ての考察を行いたい。

（聖書信仰、
こ れ に つ い

次 に 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 ・ 教 規 上 の 三 原 則 （ 教 憲 ・ 教 規 に 基 づ

く 所 属 教 会 の 規 則 、 教 団 内 の 教 師 職 制 の 一 致 、 理 事 会 を 中 心 と し た 運 営 ）

ｒ ヽ と い う 視 点 か ら 教 憲 ・ 教 規 を 読 み 直 し 、 こ れ に つ い て の 考 察 を 行 う 。

そ して 最 後 に 、 こ の 二 つ の 視 点 か ら 得 ら れ た 考 察 を 統 合 的 に 踏 ま えて 、

日本同盟基督教団の特色を論じたい。

本 論
１、日本同盟基督教団の理念的な三本柱

日 本 同 盟 基 督 教 団 の 理 念 的 な 三 本 柱 と は 、 聖 書 信 仰 、 宣 教 協 力 、 合 議

制 で あ る 。 以 下 にそ れ ぞ れ の 柱 と 教 憲 教 規 と の 関 係 を 見 て い く 。

７



１ 、 聖 書 信 仰

「 聖 書 信 仰 」 と い う 言 葉 は 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 の 中 に 直 接 用 い

ら れ て い る わ け で は な い 。 し か し 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 に は 、 聖 書 信

仰 に 基 づ い た 信 仰 告 白 が 、 第 ２ 条 と し て 全 文 引 用 さ れ て い る 。 日 本 基 督

教 団 の 教 憲 に お いて は 、 こ の よ う な こ と は な さ れて い な い 。

ｊ 、 鳳 妾 豹 蒼 書 ど り ｙ 巻 な ’ 、 すべ て 却 の 霊 感 ｊ に よ って 鳶 さ ぬ た 屏 タ の な

川

羨 忿 、 哲 砂 と 全 彦 の 啓 一 避 ガ の 還 避 で あ る 。

羨窟ム辞２鳶の辞μ苦白第丿堺よタ

こ の こ と か ら 、 「 日 本 同 盟 基 督 教 団 は 、 聖 書 に 聞 き 従 う 聖 書 信 仰 に よ

っ て 、 教 会 形 成 と 教 団 形 成 を 行 う 教 団 で あ る 」 と い う 特 色 を 、 こ こ に は

っ き り と 見 る こ と が 出 来 る 。 な お 、 福 音 派 と 呼 ば れ る 教 団 の 中 で 考 え る

な ら ば 、 こ の 聖 書 信 仰 は 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 固 有 の 特 色 と は な り 得 な い 。

日 本 同 盟 基 督 教 団 の パイ オ ニ ア で あ っ た 宣 教 師 た ち は 、 「 伊 豆 半 島 」 。
「房総半島」、「伊豆七島」、「飛騨」、「アイヌ人地域」といった片田舎の

福 音 未 伝 地 で 、 涙 と 共 に 福 音 の 種 を 蒔 い て 下 さ っ た 。 そ し て 現 在 の 日 本

同 盟 基 督 教 団 は 、 国 内 外 の 中 心 都 市 や 片 田 舎 に お い て 、 点 か ら 線 、 線 か

ら 面 を 目 指 して、 同 じ よ う に 涙 を 流 しつ つ 、 福 音 の 種 を 蒔 き 続 け て い る 。
そ の 際 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 は 、 片 田 舎 で あ っ た と し て も 、 中 心 都 市 で

あ っ た と し て も 、 聖 書 信 仰 に よ っ て 教 会 形 成 、 教 団 形 成 を 行 な っ て 来 た

経 緯 が あ る 。 こ れ は 教 憲 第 ２ 条 に 記 さ れ た 信 仰 告 白 に 基 づ い て の こ と な
のである。

２ 、 宣 教 協 力

教 憲 教 規 の 中 に は 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 理 念 的 な 三 本 柱 の ー っ で あ る
「 宣 教 協 力 」 と い う 言 葉 も 、 直 接 的 に は 使 わ れて い な い 。 け れ ど も 、 教

憲 第 １ 条 、 あ る い は 第 ２ 条 の 信 仰 告 白 の 中 に 、 「 宣 教 協 力 」 を 指 し 示 す

内容を見出す事が出来る。
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本 ‘ 教忿ば、イＪｚ＝ヌ・キタヌ／ヽを主とμぐ゛公／可教会であって、衰Ｔ窟及び蒼

蒼 の 定 め る と こ ろ ／ ご 忿 っ て 、 主 の 藻 な る 公 鍔 教 会 の 瘤 游 を 牙 庫 ご 、 そ の

存 立 の 肪 嶮 を 逓 ｀ 浦 尹 る ご と を ６ っ で す 旨 と す る 。 衰 Ｔ 農 第 丿 渠

～会ば、 - 霊によって召乙諮さがたキタヌ／ヽのμ ‘ で あって、キタヌ／ヽば
そ の か 乙 らで あ る 。 屏 わ が た ６ の ば み な そ の 亥 藻 で あ る 。 勉 ヱ の 羨 会 ば 、

厚 び ≒ 疼 恋 々 恋 心 ラ 苗 を 斧 ち 望 み っ つ 、 蒼 婁 の 葺 理 に 立 右 、 丸 草 を 守 ク、

蒼 丸 湾 を 籾 庁 ム 、 貧 麗 を 重 ん じ 、 すべ て の 造 ら れ た 者 に 福 音 を 宣 べ 伝 え
る 。 羨 蒼 第 ２ 渠 の 哲 μ 差 汐 第 ∂ 賓

日 本 同 盟 基 督 教 団 も 、 イ エ ス ・ キ リ ス ト を 主 と 仰 ぐ 公 同 教 会 で あ る 以
ｒ ｀ 上 、 「 宣 教 協 力 」 を 行 う こ と が 絶 対 的 に 求 め ら れ て い る 。 キ リ ス ト の 体

の 一 部 で あ る 諸 教 会 が 、 か し ら で あ る キ リ ス ト の 御 声 に 聴 き 従 う 時 、 そ

こ に は 有 機 的 な 「 宣 教 協 力 」 が 、 主 に よ っ て 与 え ら れ る の で あ る 。 も し
「 宣 教 協 力 」 が な け れ ば 、 主 の 体 な る 公 同 教 会 の 機 能 を 発 揮 し 、 そ の 存

立 の 使 命 で あ る 世 界 宣 教 を 、 主 が 再 び 来 ら れ る ま で に 達 成 す る こ と は 不

可能である。

ｒ`

し か し 、 「 宣 教 協 力 」 と い う も の が 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 の 一 つ
で あ る と 言 う こ と は 出 来 な い 。 な ぜ な ら 、 福 音 派 の 教 団 に お い て 、 教 団

内 の 「 宣 教 協 力 」 は 、 教 団 に 加 入 して い る 主 な 動 機 で あ る と 考 え ら れ る

からである。

教 憲 教 規 に 明 記 さ れ て い な く て も 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 の 一 つ が
「 超 教 派 的 な 宣 教 協 力 」 で あ る こ と を 、 歴 史 的 な 経 緯 を 覚 え る こ と を 通

して確認したい。

チ ャ イ ナ ・ イ ン ラ ン ド ・ ミ ッ シ ョ ン の 創 設 者 で あ る ハ ド ソ ン ・ テ ー ラ
ー は 、 超 教 派 の 協 力 で 宣 教 師 を 派 遣 し 、 全 教 派 一 致 し て 伝 道 に 当 た る べ

き こ と を 強 く 呼 び 掛 け た 主 の 器 で あ っ た 。 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 生 み の 親

と い え る フ レ デ リ ッ ク ・ フ ラ ン ソ ン は 、 こ の ハ ド ソ ン ・ テ ー ラ ー に 感 化

を 受 け て 、 『 同 盟 宣 教 団 （ ア ラ イ ア ン ス ・ ミ ッ シ ョ ン ） 』 を 創 設 し た 経 緯

がある。
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実 に 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 創 設 者 で も あ る フ ラ ン ソ ン は 、 教 派 の 合 同

に 尽 力 し 、 「 超 教 派 的 な 宣 教 協 力 」 に よ っ て 、 全 世 界 の 福 音 未 伝 地 に 宣

教師を派遣するための教団を創設したのである３．

そして、ゼ・エバンゼリカル・アライアンス・ミッション（ＴＥＡＭ）、
ス ウ ェ ー デ ン ・ ア ラ イ ア ン ス ・ ミ ッ シ ョ ン （ Ｓ Ａ Ｍ Ｊ ） 、 ス イ ス ・ ア ラ

イ ア ン ス ・ ミ ッ シ ョ ン （ Ｓ Ａ Ｍ ） の 惜 し み な い 「 超 教 派 的 な 宣 教 協 力 」

に よ っ て 、 私 共 日 本 同 盟 基 督 教 団 は 生 み 出 さ れ 、 育 ま れ て き た 経 緯 が あ

る。

神 学 校 、 キ ャ ン プ 伝 道 、 文 書 伝 道 、 放 送 伝 道 な ど 、 教 育 と 伝 道 に お い
て も 、 宣 教 団 の 多 大 な 「 超 教 派 的 宣 教 協 力 」 が あ っ た 。 こ の よ う な 歴 史

ｒ 的 経 緯 は 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 宣 教 １ ０ ０ 周 年 記 念 宣 言 の 中 に 、 明 確 に 記

されている。

ま た 、 宣 教 １ ０ ５ 周 年 記 念 大 会 の 際 に な さ れ た 横 浜 宣 言 に お い て は 、

日 本 同 盟 基 督 教 団 の 優 れ た 霊 的 遺 産 と して 、 戦 前 ・ 戦 後 の 宣 教 師 た ち の
「世界的視野に立った宣教」、「犠牲をおしまない救霊の情熱」、「教派形

成 に と ら わ れ な い 宣 教 協 力 」 と い う ３ つ の も の を 数 えて い る 。

こ の よ う な 経 緯 を 覚 え る 時 、 教 派 形 成 に と ら わ れ な い 「 超 教 派 的 な 宣

教 協 力 」 こそ が 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 の 一 つ で あ る と 言 える 。 私 も 、

国 内 外 に お い て 、 世 界 宣 教 を 現 実 の も の と す る た め に 、 仕 え る こ と に よ

ｒ ヽ っ て 「 超 教 派 的 宣 教 協 力 」 を 主 導 す る 教 団 の 教 職 の ー 人 と な り た い と 切
に 願 う 。 「 日 本 と ア ジ ア と 世 界 に 仕 え る 」 と い う こ と は 、 そ う い う こ と

で は な い か と 私 は 考 えて い る 。

今 、 教 団 の 機 構 改 革 が 、 よ り 良 い 「 宣 教 協 力 」 を 目 指 して 行 わ れ よ う
と して い る 。 「 聖 書 信 仰 」 に 立 ち 、 「 宣 教 協 力 」 を よ り 実 り あ る も の と す

る た め に 機 構 改 革 を 行 う の で あ る 。 機 構 改 革 に 伴 っ て 、 教 憲 教 規 の 改 定

案 （ 「 宣 教 協 力 」 と い う 言 葉 を 明 記 す る 内 容 ） も 出 さ れ て い る 。 主 の み
こころがなるようにと切に祈る。
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３ 、 合 議 制

日 本 同 盟 基 督 教 団 の 理 念 的 な 三 本 柱 の 一 つ と し て 数 え ら れ て い る 「 合

議 制 」 と い う 言 葉 は 、 教 憲 第 ３ 条 に お いて 用 い ら れて い る 。

本渥甜ば、

彦 を 庁 九

羨蒼及び教Ｔ麗の忿めるところに茫ってｓ、か議／鯉によ夕その謹
羨 農 第 了 渠

日 本 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 （ 第 ４ 条 ） で は 、 教 会 政 治 を 「 会 議 制 」 に よ
っ て 行 う と し て い る が 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 で は 、 教 会 政 治 を
「 合 議 制 」 に よ っ て 行 う と して い る 。 こ れ は 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 と

ｒ ｀ して 注 目 すべ き 点 で あ る 。

合議制についての具体的なあり方は、教規の３３条、３６条、５１条、

５２条に記されている。

教 規 ３ ３ 条 は 教 会 を 設 立 す る 際 、 教 規 ３ ６ 条 は 教 会 が 合 併 す る 際 の 合

議 に つ い て 、 い ず れ も 教 会 と 教 団 の 合 議 に よ っ て 行 わ れ る べ き こ と が 記

されている。

ま た 、 教 規 ５ １ 条 は 、 教 会 担 任 教 師 の 任 命 の 際 、 当 該 教 師 と 教 会 、 及

び 教 団 理 事 長 の 三 者 合 議 に よ っ て 、 任 命 を 受 け る べ き こ と が 記 さ れ て い

ｒ る 。
教 規 ５ ２ 条 は 、 教 会 は 教 団 と 合 議 の う え 教 会 担 任 教 師 の 就 任 式 を 行 う

ものとすることが記されている。

２ 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 上 の 三 原 則

次 に 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 教 憲 教 規 上 の 三 原 則 と 呼 ば れ る 視 点 か ら 、

教 憲 教 規 を 考 察 し 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 を 考 え た い 。
教 憲 教 規 上 の 三 原 則 と は 、 教 憲 教 規 に 基 づ く 所 属 教 会 の 規 則 、 教 団 内

の 教 師 職 制 の 一 致 、 そ して 理 事 会 を 中 心 と し た 運 営 の こ と で あ る 。
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１、所属教会の教会規則は教憲教規に 反してはならない

教会規則に 関 す る こ の 原 則 は 、 教 規 第 ３ ０ 条 に 基 づ くも の で あ る 。

教会／ぬ鮮麗衰運にのっとタ、その教会麗則を麿忿才石６のとする。

教 会 運 鳶 ば 、 教 尽 埋 事 長 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

衷ＴＬ覆第Ｊ∂渠

教 会 規 則 は 教 憲 教 規 に 反 し て は な ら な い と い う 原 則 の 故 に 、 教 団 内 に

所 属 す る 諸 協 会 は 、 規 則 に お い て 一 致 を 保 つ こ と が 出 来 る 。 こ の 原 則 が

な け れ ば 、 各 個 教 会 主 義 に な り 、 合 議 制 は 成 り 立 た ず、 宣 教 協 力 も 得 難
ｒ ｀ く な るで あ ろ う 。

２、教団内において教師職制の一致が保たれなければならない

本 教 尽 の 教 頗 ば 、 却 の 召 嶮 を 受 け 、 麿 身 い き 考 が ’ 、 正 麗 の 手 麗 き を 麿 て
その茫／ごあた石。教躍ばこガを分けて、正教願ｇ発び言教躍と尹る。

蒼窟第、５’渠

教 会 痘 必 衰 廟 な 、 本 漫 甜 蒼 廟 ヂ よ タ 選 び 当 貧 教 廟 と 教 会 、 及 び 教 忿 理 事

会 と が か 凄 い 教 会 爺 会 の 瀋 を 麿 ’ ｒ 、 教 痩 理 事 長 ／ ご 伊 譚 レ 、 そ の 必 嶮 を

受／ハ５６のとする。

ぐ゛｀ヽ教賞第５’ｊ渠

本教尽／ご肩さかい教会の教廟が、本教忿の蒼廟μなろｊと尹るときな・、

～尽理事会の盾を苔て ’ 、 教Ｚが理事会に雇い忿な ́ ゲ ガばならない。虜賓の

厦 い 誼 が あ っ た と き ば 、 教 甜 理 事 長 ば 、 教 廟 訳 験 委 資 会 の 審 査 を 苔 で 、
これを本’教忿の教廟とするごとｚμ゛できる。

教し覆第丿々鳶

教 団 内 に お け る 教 師 職 制 の 一 致 に つ い て の 原 則 で あ る 。 こ の 原 則 は 、
上 述 し た 教 憲 第 ８ 条 、 教 規 第 ５ １ 条 、 お よ び 第 ７ ４ 条 に よ っ て 規 定 さ れ

ている。
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正 規 の 手 続 き と は 、 い ず れ の 神 学 校 を 卒 業 し た 者 で あ っ て も 、 あ る い

は 他 教 団 か ら の 加 入 教 師 で あ っ て も 、 すべ て 理 事 会 と 教 師 試 験 委 員 会 を

通 し て 教 職 が 認 定 さ れ る と い う プ ロ セ ス を 指 し て い る 。 そ し て 認 定 さ れ

た 教 職 は 、 原 則 的 に は 教 団 内 の ど こ の 教 会 に で も 配 属 さ れ 得 る 。 こ の よ

う な 原 則 が 、 教 団 内 に お ける 教 師 職 制 の 一 致 を 保 って い る 。

教 団 内 に お け る 教 師 職 制 の ー 致 が な け れ ば 、 教 師 相 互 の 信 頼 関 係 が 崩
れ 、 お 互 い を 認 め 合 う こ と が 困 難 に な る 。 そ の 結 果 、 合 議 制 も 成 り 立 た

ず、 宣 教 協 力 も 困 難 と な る 。 実 際 、 現 在 の 日 本 基 督 教 団 に お い て は 、 こ
の よ う な こ と が 現 実 の 問 題 と して 生 じ て い る 。

ぐ ゛ ３ 、 理 事 会 を 中 心 と し た 運 営 が な さ れ な け れ ば な ら な い

本 教 忿 な 、 教 忿 硲 会 を ６ って、 そ の 場 ／ 跡 ‘ の 及 彦 蒲 原 と す る 。 本 教 尽 の 教

務 な 、 教 原

費 尽 埋 事 長 が こ れ を 瀞 鳶 才 る 。 蒼 窟 第 々 渠

本 教 尽 ば 、 そ の 教 務 を 遂 行 す る た め に 、 埋 事 会 を 置 ぐ。

理 事 会 ば 、 教 甜 硲 会 の 溌 盾 、 遂 び に 、 教 農 及 び 教 苛 の 定 め る と こ ろ ／ ご 忿
っで、教務を遂行酒石。教Ｔ窟第５渠

日 本 基 督 教 団 が 教 務 遂 行 の た め に 「 教 区 を 置 く 」 と して い る の に 対 し 、

ｒ ヽ 日 本 同 盟 基 督 教 団 は 、 教 務 遂 行 の た め に 「 理 事 会 を 置 く 」 と し て い る こ
と は 注 目 に 値 す る 。 こ こ に も 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 が 良 く 現 わ れ て
いる。

理 事 会 の メ ン バ ー は 、 教 団 の 最 高 政 治 機 関 、 つ ま り 教 団 の 最 高 意 思 決

定 機 関 で あ る 教 団 総 会 に お い て 直 接 選 挙 で 選 ば れ る 。 し か も そ の 際 、 過

半 数 の 得 票 が 求 め ら れて い る 。
そ れ 故 に 、 理 事 会 が 教 会 の 重 要 事 項 に 常 に 関 与 す る と い う こ と が 可 能

と な り 、 こ れ が 教 団 全 体 を 束 ね て い る 大 き な 要 因 と な っ て い る 。 理 事 会

を 中 心 と し た 運 営 が な さ れ て い る こ と が 、 合 議 制 を 円 滑 な も の と し 、 そ
の 結 果 、 宣 教 協 力 の 要 と な って い る 。
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結論：日本同盟基督教団の特色は、「聖書信仰」に基づいた「理
事会中心の合議制」であり、その目指すべきものは「超教派的な
宣教協力」である。

こ れ ま で 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 理 念 的 な 三 本 柱 と い う 視 点 と 、 教 憲 教

規 上 の 三 原 則 と い う 視 点 か ら 教 憲 教 規 を 読 み 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色
を考えてきた。

そ の 結 果 、 『 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 特 色 は 、 「 聖 書 信 仰 」 に 基 づ い た 「 理

事 会 中 心 の 合 議 制 」 で あ り 、 そ の 目 指 すべ き も の は 「 超 教 派 的 な 宣 教 協

力 」 で あ る 』 と 結 論 付 ける こ と が 出 来 る 。

教 憲 教 規 上 の 三 原 則 は 、 上 記 の 特 色 を 支 え 維 持 す る も の と し て の 役 割

を果たしている。
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参 考 資 料 ： 日 本 同 盟 基 督 教 団 の 諸 宣 言

日本同盟基督教団宣教１００周年記念宣言

／ ’ そ れ ゆ 波 、 あ な た ｊ ぶ た ば 斤 っ て 、 あ ら ゆ る 国 の ノ し 々 を 泰 子 と ム な さ い 。

そ 乙 で 、 夕 、 子 、 宣 霊 の 御 名 に ’ よ っ て バ プ テ ス マ を が け 、 ま た 、 力 た 乙

が あ な た が た に 嶮 と て 二 お い た ・ ダ ’ べ て の ご と を 守 る よ う に 、 貧 ら を 渡 波 な

さ い 。 児 よ 。 力 た レ ば 、 き の 避 わ ク ま で 、 い つ ６ 、 あ な た が た と と ６ ／ ご

いまずＴ。。／ぐマタイ２Ｓｊｊター２θノ

苓 一 全 游 の 夕 な る 却 ん ご 。 だ っ て 置 力 よ が た 御 子 イ コ ＝ ヌ ・ キ ダ ヌ ／ ヽ ば 、 ご

游 身 の い の ら を 辞 世 に と て ’ チ ≠ 突 に よ る 教 い を 完 波 さ れ ま 乙 之 。 宣 教 の

主 、 イ ヱ ヌ ・ キ タ ヌ ／ ヽ が 、 雁 沙 宣 教 を 庁 ら の か ら だ ｀ で あ る 教 会 ／ ご 委 力 ら

れ で ２ ∂ θ θ 堺 ／ に ‘ な ろ ｊ と ム て い ま 九 β 本 ‘ 犀 し 盟 嘉 ぎ 教 尽 な 、 こ の 宣 教

の 歴 Ｌ 史 に 迦 カ タ、 き ょ ｊ の 鳶 ま の 却 を 迎 差 ま レ 、 き 。 寂 た ら ／ ゴ ー 、 こ ぬ ま で

の 主 爪 索 み と 導 き に ぎ 謝 を 華 が 、 次 ㈹ 、 ・ ″ ご 方 ／ ブ ｊ ５ 宣 教 の 諮 嶮 剪 擢 の た め に 、

奏た／ご麿身尹るごとを誓い、ここｊｉ、ご瀧 ’ぎ乙ま尹。

爾 み れ ば 、 蒼 霊 ／ こ ≒ 淮 か が た フ レ ダ タ タ タ ・ フ タ ン ノ ン μ よ っ て ～ 立 さ

が た 、 ヌ カ ン ジ ナ ど ア ン ・ ア ヲ イ ア ン ヌ ・ ミ ｀ ツ シ ョ ン の 宣 教 廟 ｊ ｊ 名 が 、

ｊ 、 ５ ’ タ ｊ 堺 ｊ ｊ 刀 に 貧 浜 に 者 い で μ 浹 、 主 イ コ ニ ヌ ・ キ タ ヌ ノ り ご 召 さ ぬ た

宣 ～ 席 、 教 爾 と 辞 逆 が 藩 ぎ 宣 教 に 華 び た 碧 き ば 、 計 ク 知 が な い ６ の が あ

夕 ま 乙 た 。 当 卵 キ タ ヌ ／ ヽ 教 ｊ ぶ 伝 え ら れ て い か か っ た 肩 章 の μ ／ 男 や 伊 豆 の

浪 々 に 甜 ぎ を 広 砂 石 ご と か ら 鳶 ま っ て ’ 、 可 逆 の β 本 男 - 嘉 が 教 忿 ば 全 み

訪され、β本寄居／ご教会が）脱砿されるまで／ごな夕ま乙虐。そこｙｆにＶゴ・、ゼ・

コ ＝ バ ン ゼ ダ カ ル ・ ア ヲ イ ア ン ヌ ・ ミ ｀ ノ シ ョ ン ぐ ７ ｀ £ λ 封 入 ヌ ク ェ ー ダ

ン ・ ア ヲ イ ア ン ヌ ・ ミ ク シ ョ ン ｒ ｓ ｙ １ 封 フ ノ 、 ヌ イ ヌ ・ ア ヲ イ ア ン ヌ ・

ミクションｒ、５ｙｌｙぽノの借＆みない宣教溢力ｚμ゛あったごとを・、京れること

ば で き ま セ ー ル 。 ま た 、 却 学 於 、 キ ャ ン プ 伝 道 、 丈 書 政 道 、 衰 送 伝 道 な ど 、

～ 穿 と 公 道 ｊ さ 方 い ７ ｒ 、 ｊ ｒ 教 尽 の ～ オ 々 筋 力 と 蚕 助 ｊ ぶ あ 夕 ま ム た 。 こ ｊ 乙

た 宣 教 の 筋 力 ば 今 β 多 ぐ の 濾 を 諾 び 、 β 本 男 し 盟 喜 督 教 尽 ば 可 を ｊ ∂ ４ の

教 会 教 を 教 忿 る に 至 夕 、 ま た ア ジ ア 及 び ア メ タ カ オ 塵 な ど δ か 国 へ 宣 教

廟 を β 達 し て い ま 尹 。 宣 教 ｊ θ θ 溥 参 £ ま の こ の 却 、 こ れ ま 巧
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『

らぬた宣教筋力の恵みｊ ’ ご ぼ謝を華げるぬので九

β本 ‘ 屋 - 塞 ぎ教忿／ゴ ’ 、 オ 平澪柵争却に、屋家却道藤喬の万で教会の庁

律だを洗４・・、国蕭に筋カレまムた。否々わけアジア産国と、その～会に
不 当 な ぎ レ み を 資 力 せ ま ム た 。 そ の 謬 を 詔 め 、 こ こ に 灘 い 改 め 、 教 会 の

か 乙 らで あ る イ ヱ ヌ ・ キ ダ ヌ ／ ヽ こそ、 啓 一 の 主 昔 者 で あ る ご とを 差 汐 乙
ま尹。

薩μの柵いば今６貧いていま尹。哲教の游曲の肩遍 ‘ 、 物 賓 ゲ ７ 心 生 者 、

Ｊｌｌ碧など、瓦キタヌ／ヽの力が万びこって八５次郎でプＴ。甜炉宣渥／まま尹

ま尹忿房μ ≒ な ってきていまブＴ。そぬとき６に澄男砂な鳶餓、就争、腔贈

謹藤、ス為か／既ｌｉｙなど／ご６、蚕齢砂に房カク、鳶らなｊツ・ればな夕まゼーん。

宣 者 ｊ ∂ θ 溥 年 を 違 え た β す 犀 Ｌ 盟 蓋 疹 者 尽 ば 、 奏 た な 涜 彦 の ６ と 蒼

婁辞砂ｊｌご重ぐ立 ‘ち、キタヌ／ヽの主藤を差汐乙、厚磨を斧ち望み、却の国

完 成 の 希 望 に 燃 λ 、 β す と ア ジ ア、 さ 芒 、 に 澄 男 の 宣 教 の た め に 、 苗 に か

沈、首レみなぐ碧きをμｊごとを表男乙まプＴ。

君 た ち な 、 寂 た ち が 蒸 か 宣 教 に 溢 力 酒 石 ご と ／ こ ’ お いて 岩 膚 レ 、 宣 教 と

教会涙ダ浦を差遼乙てき恋霖れであるごとを・、確詔ムまずＴ。ここに教麿・

薩逆、硲力を蓼／がで主の宣教嶮分濾擢のために、ヂ ≠突と忿后の主イＪｚ＝
ヌ ・ キ タ ヌ ／ ヽ に 虜 身 酒 る ご とを 誓 い ま 九

ｊ タ タ ｊ 聊 ｊ θ 万 ｊ θ β

β 本 ‘ 男 登 蓋 が 教 尽 教 羅 ・ 信 逆 一 男

日 本 同 盟 基 督 教 団 １ ０ ５ 周 年 記 念 大 会 一 横 浜 宣 言 -

叔 た ら ば 、 β 本 塚 - 嘉 ぎ 教 尽 に 逮 な る 全 ての 蒼 逆 た ち と 嵩 ｙ こ 、 宣 教 ｊ
θ ５ 溥 參 の こ の 鳶 念 尹 べ き 々 に に お 謂 の 宣 渥 諏 た ち の 霊 砂 遊 産 を 受 け と

め、芦のみ許ムのゲァてリダんで≒

尹。／を泥つめ直ム、２ｊ泄£にむかい、却のみ虜／ごμ万のままをじます。

ｊ ． β 本 河 - 嘉 督 羨 尽 の 歩 み な 、 ク レ ダ ダ ッ タ ・ フ タ ン ノ ン と そ の や 河

た ち に 。 し
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イ ア ン ヌ ・ ミ ｀ タ シ ョ ン 。 ／ か ら β 本 に 鳶 遼 さ れ た 、 ヌ カ ン ジ ナ ど ア 訪 身 の

男 女 ｊ ５ ’ 名 の 宣 教 顔 た も の 廣 浜 ヱ 塵 り 、 ９ タ ｊ 奪 ・ 好 彦 ２ ４ 堺 八 Ｚ 万 ２

Ｊ β ノ を ６ っ て ’ 男 鳶 さ れ ま レ た 。

２ 。 宣 教 廟 た も の 蒼 β 乙 た 却 ㈹ ば 、 藤 波 宣 教 に と っ て 、 必 酒 ＆ ６ が 瘤 と

なぎぃとぞゼーんでムカ。／ ’オβ本肺国農法。／発布（Ｚ、９∂ ’タ年・原版２２

参入／ ’教恋敵語。／発分ｒしＺ、５ ’タθ参・原版２Ｊ年ノなど、原版国家の嘉

紺が｀貧乏心九、原岸、ｇ忿辞ノ尹や民貧回躍思恋の蒼まる却㈹でムた。それ
で６、宣教の勲まに燃乏た宣教躍たら／ｊ、それまて町

ｐ戸伊豆≠島ム／’房殿≠潜。／、／’伊豆亡潜ム／’ｊ恥既／、／’アイヌノし営肩≒／

など、β本疹忿の藤ぎ浹祠忿に／冷かいま乙恋。当却の浹祠勉政道／ゴ ‘ 、多

大 の 尽 虐 と 道 擦 の 斧 夕 全 ぞ を 。 かけた宣費であ夕、殲卵薩μとＪ厨を要し、
宣 教 の 嘉 盤 を 酒 乏 る ま で ｊ さ ば 長 い 参 刀 を 必 要 と 乙 ま 乙 た 。 ＆ か な 、 宣 教

廟たらな幾～の訳業を蒼々岩元、困鳶に。とぐ厨虎、政道と蕭かの婁／ご努
め、疹勉／ご教会の嘉雄を葵きまムた。／ ’ β本甜留嘉ぎ教尽。／ば、こラレ

た 霊 砂 遺 産 と 宣 教 の 嘉 盤 を 受 け 摺 い で 、 今 β に 至 っ で い ま 九

Ｊ．その疫、宣教廟たちとの男に／ ’ β瑞μごっ尹いノ男登嘉ぎ筋会．／の誕

全を泥、／’β本男-嘉ぎ筋会．／ぐへＺタ２２參・ズ‘Ξｊｊ參ノｚμ乃杉浦されま
し

タ４ｊ參・昭刃７ｊ∂參ノ殷立 ‘却に、第ノＣ部／ごか男ムました．柵戻、その
一部の教会なβ本嘉ぎ教乙が慮支を涜まム、奏たに／ ’ β本男 -嘉ぎ教尽．／

りタ４タ年・昭徊２４參ノざン避浦乙ま乙た．

４．か忿夕みて’、面々万、押に／’尽初ｊ５’年面争白！；？、１？７づタお’年入／の房、

君 た ち の 教 尽 な ’ 、 天 濃 を 房 ス 辨 済 ら ひ と が み ノ と 尹 る 国 家 弟 道 を 碑 彙

犀 ぎ と レ で 差 原 て り

な、力たレの／ｊか／ご、ぼ、かの祁・々渉ｉ｀あって’／ゴーならな汗／・／’あな忿ば、庁

分 の た め に 、 偶 彙 を 達 っ て ば な ら な い 。 そ れ ら を 芦 ん で ば な ら な い 。

そ れ ４ ５ ／ ご か え て ば な ら な 汗 ／ と の チ 貧 の 第 一 叢 と 第 こ 貧 を 守 ク 貧 ぐ こ と

が で き ま せ ん で ム た 。 ざ ら に 近 譚 彦 国 の 彦 教 会 と 蚕 極 砂 に 原 初 を つ ぐ タ

訪 尹 考 と レ て ’ 全 き る ご と が で き ’ ヲ ” ’ 、 Ｚ 罫 家 が 差 違 ム た 蚕 民 勉 丈 £ や 房 雄 面

争 に 迦 担 ム 、 ア ジ ア。 老 幼 の 房 感 心 溢 カ ム ま 乙 忿 ・ 。 こ ｊ と て 辨 と 譚 ス の 虜
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／ ご 、 否 々 わ け ア ジ ア の 久 々 に 、 薄 像 丸 草 の 誉 要 と 浸 膠 の 罪 を £ ＆ 、 と か

６柵戻、この事濾に粛がか尹、灘い改めｊｉに至るごと６なぐ、無煎覚なま

ま そ の オ ≠ を Ｊ ご レ ま ム た 。

近 付 β 本 の ｊ ∂ θ 奪 余 の 歴 丈 に 重 な る 君 た ち の 羨 尽 の 歴 丈 を か え 夕 み 、

叔 た ら 羨 諧 ・ 哲 逆 ば 、 ／ ’ 薩 μ と 至 活 の 啓 一 避 ガ の 麗 蔚 。 ／ で あ る 却 の み ご
となツご、 ≠ 分 犀き茫い麗けることができかかったごとを主のみ虜／ご佐白

レ、侮い改め、却と譚スとに心から疲レをこい求めま才。君たらば、今、

あ ら 恋 めて ’ 、 £ ぐ 宣 婁 哲 砂 の 原 理 ｊ に 立 ち 、 宣 霊 の 助 け に よ ク、 甜 ま に ふ

さ カ ム い 内 濾 を 斧 っ た キ ダ ヌ ／ ヽ の 羨 会 へ と 変 鼻 さ れ る ご と を 心 か ら 蚕
い ま 九

５ ’ ． 君 恋 右 な 、 ２ ｊ 営 庭 ７ を β 虜 に ご た 歴 し 史 教 叢 β ／ ご あ た タ、 戟 虜 ・ 戟 戻

の 宣 教 廟 た ち の ／ ’ 営 界 教 舘 野 μ ’ 立 っ た 宣 教 ム ／ ’ 辞 世 を 方 ム ま な い 食 霊

の 肺 勲 ム ／ ’ 教 冴 Ｆ 形 虜 ／ ご と ら 力 が な い 宣 教 甜 力 ． ／ と い ｊ 薔 が た 霊 教 遺 産 を

受 け 遼 い て り

そ タ ／ ヽ - ｆ キ タ ヌ ／ ヽ と の 辞 宸 教 、 濾 覚 府 、 鳶 諮 か 忿 わ 夕 ． ／

印、：）／７．タＩＪ／７いロ凹、タ、ゴ凹タズ、：：、＝乙／／７ｊ凹ｒ趾／、、、／Ｅ５７／１５ｙｙＺ／ｉ’∬かに示される寂虜な

哲 砂 姿 房 を 深 ぐ 心 に 身 み ま ブ Ｔ 。 さ ら に 、 ｙ Ｍ ７ 期 宣 教 廟 た ち が 、 こ の 后 麗 々

高 教 の 勉 盤 に 蕭 を 方 ろ 乙 、 あ 忿 て 甜 貧 浹 鳶 勉 を β 着 ム た 宣 教 井 却 を 受 け

摺 ぐ ご と を 良 彦 ＆ ま 九

と Ｅ ； 。 宣 教 ｊ θ ５ ’ 年 を か 沈 ク み て 、 君 た も の 教 屋 の 諮 嶮 と そ の あ タ 方 ば 、

甜 昔 宣 教 に 漕 及 に 全 き る ご と に あ ク ま 尹 。 さ ら に 、 尹 べ て の 教 会 が 一

井 ・ 筋 カ レ て 、 キ ダ ヌ ノ リ ｒ 倉 の 斧 望 、 ・ さ 全 き 、 璽 霊 の 力 を 薦 き 、 潔 け 全 活

を β 着 乙 、 泄 の 疼 わ 夕 ま ・ び 、 全 泄 β ／ ご 誼 て ’ 庁 っ て 尹 べ て の 遣 ら が た ま に

甜 ぎ を 宣 べ μ 虎 る ご と で す。 国 片 宣 教 、 ダ こ 方 乙 ぃ て ば 、 国 家 が 犀 こ 万 意 蕪 々

道 を 歩 み 鳶 め て い る 今 β 、 苗 か ら え さ が た 煮 蛋 ク の 発 嶮 を 庁 覚 乙 つ つ

心 慮 ２ ヂ 万 宣 ’ 軟 ／ に 励 み 、 Ｚ 原 じ 外 宣 教 ／ じ 方 い て ば 、 全 泄 β の 産 国 ・ 房 民

前 房 の 分 裂 と 混 迷 と 困 蔚 の 卵 ㈹ に あ っ て ’ 、 ／ ’ マ ク ／ ヽ ゛ ニ ア の 邨 鼠 ／ を 房 き

つ つ 泄 界 宣 衰 の 肪 嶮 を 漕 た と ま れ そ の た め に 、 羨 忿 片 の 避 諸 と 諸
房を再Ｔ．々麗乙、活き佑さ・ｌｉか、蕪ス、、臍首、教会、教Ｚ弼の宣教蔵麿をざら

に重沈て勺φきまずＴ。
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寂 た も の 、 ２ ｊ 営 庭 ７ の 宣 教 に か か ラ 斧 ク ば 、 β 本 と 、 ア ジ ア と 、 営 β に

β を む け 、 全 営 界 の 芦 の 民 と 蘆 荻 を 嵩 寄 で き る ご と を 喜 び 、 辞 世 を い と

力 尹 、 蘆 荻 宣 教 に 燃 戈 で 葦 ぐ 霖 ガ と な る ご と に あ タ ま ず ¬ 。 こ こ に 、 君 恋

右 β 本 男 - 嘉 ぎ 教 原 の 教 務 ・ 信 逆 ／ ゴ ″ 、 戈 ｀ な る 却 と 、 み 子 イエ ス と ！ ｒ 、 遭 ″ 霊

の み 甜 に あ っ て 、 嘉 之 な る 虜 遼 を 図 石 ご と を 良 彦 レ 、 差 男 し ま 九

／ ’ ご の 御 国 の 蘆 子 ば 全 営 漂 に 宣 べ μ 沈 ら れ て 、 才 べ て の 国 民 に あ か 乙 さ

が 、 そ れ か ら 、 譚 カ タ の β 、 が ｀ 蒼 ま 九 ｊ ｒ マ タ イ ２ ４ ご ｚ ４ ノ

ｊ夕夕∂。７７．７ぶり１／ｌ／ｉ５’了７θ／ｙ２７均ｊを・θ／７∂ノフフ∂

参 考 文 献
『 「 明 日 の 教 団 を 考 え る 会 」 声 明 』 日 本 同 盟 基 督 教 団 （ 在 職 ２ ０ 年 以

上の教職者一同），１９９３年。

梅 川 正 美 ， そ の 他 『 宗 教 法 制 資 料 教 憲 ・ 教 規 キ リ ス ト 教 篇 改 訂 増

補 （ 上 ） 一 愛 知 学 院 大 学 宗 教 法 制 研 究 所 紀 要 第 ３ ５ 号 』 愛 知 学

院 大 学 宗 教 法 制 研 究 所 ， １ ９ ８ ８ 年 。

岡 村 又 男 『 教 憲 教 規 解 説 書 - わ た し た ち の 教 団 と 教 会 一 改 訂 第 ３ 版 』

日本同盟基督教団事務所，１９９５年。

奥 深 山 頼 義 ， そ の 他 『 も っ と 知 り た い ， Ｑ ＆ Ａ 「 宣 教 百 周 年 記 念 ・

悔 い 改 め の 宣 言 」 解 説 』 日 本 同 盟 基 督 教 団 靖 国 問 題 特 別 委 員

会，１９９４年。

木 下 弘 人 『 同 盟 宣 教 団 の 創 立 者 一 フ レ デ リ ッ ク ・ フ ラ ン ソ ン の 足 跡 』
日 本 同 盟 基 督 教 団 宣 教 ９ ０ 周 年 記 念 実 行 委 員 会 ， １ ９ ８ １ 年 。

グ ラ ウ ァ ー ， ０ ． Ｃ ． 『 燃 えて 輝 く 光 一 フ レ デ リ ッ ク ・ フ ラ ン ソ ン の

生 涯 』 木 下 弘 人 訳 日 本 同 盟 キ リ ス ト 教 団 出 版 部 ， １ ８ ７ ７ 年 。

『 同 盟 教 団 の 歩 み ① 飛 騨 ・ 美 濃 の 伝 道 』 教 団 史 編 集 委 員 会 日 本 同 盟

基督教団出版部，１９７７．

『 日 本 同 盟 基 督 教 団 規 定 集 １ 教 憲 ・ 教 規 （ 含 む 施 行 細 則 ， 戒 規 規
定・教師検定試験細則）一第１５版』日本同盟基督教団事務所，
１９９９年。

『 日 本 同 盟 基 督 教 団 ２ ０ ０ ３ 年 ブ ロ ッ ク 長 会 議 報 告 書 』 日 本 同 盟 基 督
教団事務所，２００３年。

『 日 本 同 盟 基 督 教 団 国 外 宣 教 ３ ０ 周 年 記 念 誌 「 教 会 は 全 地 に 」 』 日 本

同盟基督教団，１９９４年。

１９



ｒ`

『

『 日 本 同 盟 基 督 教 団 松 原 湖 研 修 会 記 録 集 』 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス ，
２００２年。

『 日 本 同 盟 基 督 教 団 松 原 湖 研 修 会 発 題 資 料 集 』 日 本 同 盟 基 督 教 団 事
務所，２００３年。

『 福 音 を 満 た す た め に … 教 団 レ ペ ル 開 拓 ２ ５ 周 年 記 念 誌 』 日 本 同 盟 基

督 教 団 伝 道 局 伝 道 部 編 日 本 同 盟 基 督 教 団 ， ２ ０ ０ ３ 年 。

山 口 陽 一 ， 結 城 晋 次 『 戦 争 責 任 フ ォ ー ラ ム 記 録 』 日 本 同 盟 基 督 教 団

教 団 史 編 纂 委 員 会 靖 国 問 題 特 別 委 員 会 ， １ ９ ８ ９ 年 。

フ ッ ト ノ ー ト

１ 。 『 日 本 同 盟 基 督 教 団 松 原 湖 研 修 会 記 録 集 』 （ コ ミ ュニティハウ ス ，

２００２年），ｐ．３３．

２ ． 『 日 本 同 盟 基 督 教 団 ２ ０ ０ ３ 年 ブロ ッ ク 長 会 議 報 告 書 』 （ 日 本 同 盟

基 督 教 団 事 務 所 ， ２ ０ ０ ３ 年 ） ， ｐ ｐ ． ９ - １ ０ ．
３ ． 木 下 弘 人 『 同 盟 宣 教 団 の 創 立 者 一 フ レ デ リ ッ ク ・ フ ラ ン ソ ン の

足跡』（日本同盟基督教団宣教９０周年記念実行委員会，
１９８１年），ｐｐ．７ -１０。

２０


